
恵
心
僧
都
源
信
と
密
教

兼

子

鐵

秀

源
信

は

『
往
生
要
集
』
巻
頭
に
お
い
て

レ

バ

カ

ル

セ

ア
ラ
ン

シ

夫
往
生
極
楽
之
教
行
濁
世
末
代
之
目
足
也
。
道
俗
貴
賎
誰
不
レ
帰
者
。
但
顕

ノ

ノ

ニ
(
1
)

密
教
法
其
文
非
レ
一
。

と
し
て

「
顕
密
教
法
」
の
語
を
出
し
て
い
る
が
、
以
下
し
ば
し
ば

「
顕

(2
)
(
3
)

密
」
の
語
や
真
言
に
関
す
る
記
述
が
み
ら
れ
る
。
特
に
大
文
第
三

「
極

楽
証
拠
」
で
は

『
千
手
陀
羅
尼
経
』
『
十

一
面
経
』
『
不
空

羅

索
』
『
如

意
輪
』
『
随
求
』
『
無
垢
浄
光
』
『光
明

(真
言
)』
等
の
経
名
を
明

か

し

(4
)

て
お
り
、
源
信
が
往
生
極
楽

の
教
行

に
密
教
を
加
え
て
い
る
こ
と
は
衆

知

の
事
実
と
い
え
る
。

源
信

の
密
教
観
に
つ
い
て
は
す
で
に
諸
師

に
よ

つ
て

『
往
生
要
集
』

『
一
乗
要
決
』
等
に
密
教
に
関
す
る
記
述
が
み
ら
れ
る
こ
と
、
及
び
源

(
5
)

信
が
光
明
真
言
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
等
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら

に

『
菩
提
心
義
要
文
』
で
は
源
信
が
叡
山
伝
統
の
円
密

一
致

の
立
場
に

(6
)

立

つ
て
い
る
点
に
つ
い
て
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

筆
者
は
こ
こ
で
異
説
を
主
張
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
特

に
従
来
は
あ
ま
り
研
究
さ
れ
て
い
な
い

『
菩
提
心
義
要
文
』
の
内
容
の

検
討

に
よ

つ
て
二
、
三
の
私
見
を
述
べ
て
源
信

の
密
教
観
の

一
端
を
明

ら
か
に
し
た
い
と
考
え
る
。

二

『
菩
提
心
義
要
文
』
は

『
菩
提
心
論
』
の
三

門

分
別

(行
願

・
勝
義

・
三
摩
地
)
に
倣

つ
て
菩
提
心
に
関
す
る
要
文

を
集
め
た
も
の
で
あ
り
、

(7
)

佐
藤
哲
英
師
に
よ

つ
て
詳
細
に
検
討
さ
れ
、
「
長
徳
三
年

(九
九
七
)
九

月
首
榜
厳
院
沙
門
源
信
記
」
の
奥
書
も
信
ぜ
ら
れ
て
い
る
貴
重
な
書
で

あ
る
。
ま
ず
行
願
門
は
巻
頭
部
分
が
欠
落
し
て
お
り
、
現
在
は
五
文
の
引
用

文
し
か
存
在
し
な
い
が
、
そ

の
う
ち

『唯
識
論
』

の

「
不
執
菩
薩
。
有

情
実
情
。
無
由
発
起
猛
利
悲
願
」
の
文
及
び

『十

住

毘

婆

沙
』
偶
の

「
我
分
是
新
学
。
善
根
未
成
就
心
未
得
自
在
願
後
当
相
與
。
」
の
文

の

二
文
が

『
往
生
要
集
』
大
文
第

四
正
修
念
仏
第

三
作
願
門
中

の
引
用
文

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
三
十
七
巻
第
二
號

平
成
元
年
三
月

一
五
五
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恵

心
僧
都
源
信
と
密
教

(兼

子
)

一
五
六

と

一
致
す

る
。

次
に
勝
義
門
に
つ
い
て
は
全
三
十
の
引
文
の
う
ち
十
ご
文
が

『
往
生

要
集
』
中

に
引
用
さ
れ
た
文
と

一
致
す
る
。
以
下
に
そ
れ
ぞ
れ
の
引
文

と

『
往
生
要
集
』
の
引
用
箇
所
を
列
記
し
て
み
る
。

テ

ヲ

ス

ト

ク

ズ
ル

ヲ

ハ

(1)
心
地
観
経
観
心
品

云
。

三
界
之
中
。

以
レ
心
為
レ
主
。

能
観

レ
心
者
。

究

寛

シ

ル

ハ

ズ

ル

ハ

ス

ニ

ク

キ

ノ

ハ

ヨ
リ

ズ

ニ

ハ

解
脱
。
不
レ能
レ観

者
。
究
寛
沈
倫
。
偶
云
。
如
レ是
心
法
本

非
レ有
。
凡
夫

ノ

フ

ト

シ

ク

ズ
レ
バ

ノ

ノ

ヲ

ノ

ゼ

チ

ス

執
迷
謂

二非
無
聡
若
能

観
一醐
心
体
性
空
ゆ
惑
障
不
レ
生
便
解
脱
」

(
『
往
生
要
集
』

大
文
第

五
助
念
方
法
第

四
止
悪
修
善

の
引
文
と

一
致
)

シ

テ

ノ

ニ

ク

ハ

ル

ヲ

ク

ル

ト

ヲ

ノ

ノ

(疹)
荘
厳
菩
提
心
経
云
。

若
於
二
一
切
法

扁無
レ
所

レ得
是
名

レ
得
二菩

提
叩為

二始
行

ノ

ニ

ク

リ

ト

モ

テ

ノ

ニ

ル

へ

衆
生

一故
説
レ
有

二菩
提
幻
乃
至
然
於

ご是
中

一亦
無

レ有

レ
心
。

(
『
往
生
要
集
』
大

文
第

四
正
修
念
仏
第

三
作
願
門

の
引
文

と

一
致
)

シ

リ

テ

ソ
ト

ニ

バ

ク

ノ

(ぎ)
占
察
経
云
。

若
有
二
衆
生

一欲
レ向

二大
乗

一者
。

…
一
実

境
界
者
。

謂

衆

生

リ

ハ

ノ

リ

テ

ス

ハ

ヲ

心
体
。

従
レ
本
以
来

不
レ
生
不
レ滅
。

…
所

以
者
何
。

一
切
有
レ
心
起
二
分
別

一者

シ

ク

ノ

シ

ル
コ

猶
如

二
幻
化

一無

レ有

二定
実
叩
(
『
往
生

要
集
』
大
文
第

五
助
念
方
法
第
三
対
治

癬
怠

の
引
文

と

一
致
)シ

ノ

リ

シ

ヲ

ト

シ

ミ

ノ

ヲ

シ

リ

ス

コ

レ
バ

(4)
如
来
密
厳
経
説
。
若
人
父
為
二
縁
覚

一而
害
。
盗
二
三
宝
物

一
…
若
有
レ
犯

有

レ

ル

シ

ル
コ

ノ

リ

住
。

無

レ有

二是
処
叩
(
『
往
生
要
集

』
大
文

第
四
正
修
念
仏
第

三
作
願
門

の
引

文
と

一
致
)

リ

ノ

ハ

ズ

ト

ニ

ル

ノ

ハ

ズ

ト

ニ

ヲ

ク

ノ

(5)

思
益
経
云
。
知

二
一
切
法
非

丁法
。

知
二

切
衆

生
非
二
衆
生
叩
是
名
輸
菩

薩

ス

ト

ヲ

発
二無
上
菩
提
心
叩
(『往
生
要
集
』
大
文
第
四
正
修
念
仏
第
三
作
願
門

の
引

文
と

一
致
)

モ

ル
ト

ノ

ト

ト
ノ

ナ
ル
つ

ヲ

ニ

ノ

ヲ

(6)
又

(浄
名
経
)
云
。

難
レ
知

二諸
仏
国
及
与

衆
生

空

一
而
常
修
二
浄
土
幻
教

ニ

ス

ヲ

化
於
群
生
叩
(『往
生
要
集
』
大
文
第
四
正
修
念
仏
第
三
作
願
門
の
引
文
と
一

致
)

ノ

ユ

ハ

ニ

シ

セ
バ

ヲ

ル

(7)

又

(華
厳
経
)

云
。

一
切
諸
法
中
。

法
門
無
二
辺
際
叩
成
二
就

一
切
智
叩
入
ニ

キ

あ

於
深
法
界
叩

(『
往

生
要
集
』
大
文
第

五
助
念
方
法
第
三
対
治
癬
怠

の
引
文
と

一
致
)

(8)
大
論

云
。
有

二小
因
大
果
小
縁
大
報
叩
如
求
二
仏
道

一讃

二
一
偶

一
…
而
行
二
因

縁
業

一亦

不
レ
失
。

(『
往
生
要
集
』
大
文
第
四
正
修
念
仏
第
五
廻
向
門

の
引
文

と

一
致
)

ノ

ハ

チ

ル

ノ

ハ

ナ

レ

ナ
リ

ト

バ

シ

ノ

ノ

ク

働
又

(大
論
)
云
。
利
根
者
即
知
二是
諸
法
皆
是
法
性
叩
讐
如
下
神
通
人
能

メ

ヲ

ム

ル

ガ

ラ

ト

ノ

ハ

ノ

メ

ヲ

チ

ヲ

ヘ
バ

シ

変

二瓦
石

一皆
使
レ
為
レ
金
加
鈍
根
者
方
便
分
別
求
レ
之
。

乃
得

一法
性
叩
警

如
下

レニ
 

ノ

ヲ

ル

ニ

ル
ガ

ヲ

大

冶

二鼓
石

図然
後

得
レ
金
㎞

(『
往
生
要
集
』
大
文
第

四
正
修
念

仏

第

三

作

願
門

の
引

文
と

一
致
)

(10)
申
論
偶
言
。

不
生
亦

不
滅
。

不
常
亦
不
断
。

不

一
亦
不

異
。

不

来

亦

不

ハ

ラ

ゼ

ヨ

リ

モ

ゼ

ニ

モ

ニ

モ

ノ

ニ

ク

ナ

リ

ト

出
。

諸
法

不
二自
生

叩亦

不
二従
レ
他
生
叩
不
レ
共

不
二
無
因
叩
是
故
説

一無
生
殉

(
『
往
生
要
集

』
大
文
第

五
助
念
方
法
第

四
止
悪
修
善

の
引
文
と

一
致
)

モ

ナ
リ
ト

ナ
ラ

モ

ナ
リ
ト

ナ
ラ

ノ

ノ

ル

(11)
又

(
中
論
偶
)

云
。
難
レ
空

而
不
レ断
。

錐
レ
有

而
不
レ
常
。

業

果

報
不
レ

セ

ヲ

ク

ノ

ト

失
。

是
名

一一仏
所
説

叩
(『
往
生
要
集
』
大
文
第

四
正
修
念
仏
第

三
作
願

門

の

引
文
と

一
致
)

マ
マ

ハ

カ

ク

チ

レ

ナ

リ

ト

ス

レ

ト

(1
2
)
又

(中
論
偶
)
云
。
衆
生
因
縁
生
法
。
我
説

即
是
空
。
亦
為
二是
仮
名
叩

レ

ノ

ナ

リ

亦
是
中
道
義
。
未
曽
有

一
法
。
不
従
因
縁
生
。
是
故

一
切
法
。
無

不
是
空

者
。
(『往
生
要
集
』
大
文
第
四
正
修
念
仏
第
三
作
願
門
の
引
文
と

一
致
)

(2)
の

『
心
地
観
経
』
観
心
品

の
引
用
に
よ
つ
て
、
『菩
提
心
義
要
文
』

の
勝
義
門
と
観
心
と
の
密
接
な
関
係
が
窺
え
る
。

又
(6)

の

『維
摩
経
』
仏
道
品
傷
の
引
用
は
、
す
で
に
述
べ
た
こ
と
が

-668-



(
8
)

あ
る
が
、

『
往
生
要
集
』
『
菩
提
心
義
要
文
』
『
阿
弥
陀
経

略

記
』

に
共

通
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、

い
ず
れ
も
観
心
と
密
接
な
関

連

の
上

か
ら
引
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
勝
義
門
中

の
引
用
文

の
う
ち
、
特
に

『
往
生
要
集
』
大
文
第
四

正
修
念
仏
第
三
作
願
門
の
引
文
と

一
致
す
る
も
の
が

一
番
多
く
七
文
を

数
え
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

三

『菩
提
心
義
要
文
』
の
三
摩
地
門
に
つ
い
て
は
五
十
六
の
引
用
文
が
(9
)

み
ら
れ

る
が
、
『
往
生
要
集
』
中
に
は
同

一
引
用
文
を
見

い
出
せ
な
い
。

同
書

三
摩
地
門
に
は
ま
ず
初
め
に

『
菩
提
心
論
』
三
摩
地
門
全
文
が

(10
)

引
用
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
文
は
安
然

の

『
菩
提
心
義
抄
』
巻
第
四
及
び

『
真
言
宗
教
時
義
』
巻
第
三
に
も
引
用
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
以
下
十

一
に
つ
い
て
、
安
然

の

『菩
提
心
義
抄
』
中
に
引
用
さ
れ
た
文
と

一
致

す
る
。
次
に
そ
れ
ぞ
れ
の
引
文
と

『
菩
提
心
義
抄
』
の
引
用
箇
所
を
列

記
し
て
み
る
。

メ

ノ

ニ

ク

(1)

心
地
観
経
発
菩
提
心
品
云
。

文
殊
師
利
菩
薩

日
レ
仏

言
。
如

二仏

所
説
崎
…

ラ

シ

ヲ

ク

ス

ヲ

ノ

ノ

チ

ナ
リ

自
覚
二
悟
心
叩
能
発

一】菩
提
叩
此
覚
悟
心
即
菩

提
心
。

(『
菩
提

心
義
抄
』
巻
第

(
1
1
)

三
の
引
文
と

一
致
)

シ

シ

(2)
又

(心
地
観
経
発
菩
提
心
品
)
云
。
凡
夫
所
観
菩
提
心
相
。
猶
如
二
清
浄

ノ

(
12
)

円
満
月
輪
幻
…
…
発

二菩
薩
地
叩

(『
菩
提
心
義
抄
』
巻
第

四
の
引

文
と

一
致
)

ノ

ハ

レ

ノ

ル

ヲ

(3)
又

(
略
出
経
)
云
。

彼
月
輪
者
是
大
福
徳
所
レ
成
。

…
既
見

二智

所
成
月
叩

(
13
)

(
『菩

提
心
義
抄
』
巻

第

一
及
び
巻
第
四

の
引
文

と

一
致
)

(4)
又

(略
出
経
)
云
。

彼
言
我
見
二
月
輪
清
浄
相
叩
(
『菩
提

心

義

抄

』
巻
第

(
16
)

四
の
引
文

と

一
致
)

シ

ニ

ク

ト

(5)

又
同
経

(
略
出
経
)
偶

云
。
普
賢
法
身
遍
二
一
切
叩
…
精
勤
決
定
名

二
金
剛
噸

(
15
)

(『
菩
提
心
義
抄
』
巻
第

四
の
引
文
と

一
致
)

ノ

ト

シ

ノ

ノ

ニ

ク

(6)
又

(
守
護
経
)

云
。

此
菩
提
心
本
無
二
色
相
叩
為
二未

成
就
諸
衆
生

一故
説
レ

シ

ト

ノ

(
16
)

如
二月
輪
叩
(『菩
提
心
義
抄
』
巻
第
四
の
引
文
と

一
致
)

(7)
大
蓮
花
三
昧
経
偶
日
。
帰
命
本
覚
心
法
身
。
常
住
妙
法
心
蓮
台
。
本
来
荘

厳
三
身
徳
。
三
十
七
尊
住
心
城
。
遠
離
因
果
法
然
具
。
普
門
塵
数
諸
三
昧
。
(
17
)

無
辺
徳
海
本
円
満
。
還
我
頂
礼
心
諸
仏
。
(『菩
提
心
義
抄
』
巻
第

一
の
引
文

と

一
致
)

ク

ニ

ヲ

シ

ト

ト

ソ

キ

ガ

(8)
密

厳
経
偶

云
。
仏
説

二世

間
阿
頼

耶
噸
如
下
金
与

二指
還

一展
転
無
中
差

別
加

(
18
)

(
『
菩
提
心
義
抄

』
巻
第
四

の
引
文
と

一
致
)

ニ

リ

働
起
信
論
云
。
心
法
有
二
二
種
門
叩
一
者
心
真
如
門
。
二
者
心
生
滅
門
。
…
唯

(
19
)

証
相
応
故

(『
菩
提

心
義
抄

』
巻
第
五

の
引

文
と

一
致
)

(1
0
)
又

(起
信
論
)
云
。

心
生
滅

者
依

二如
来
蔵

一故
。

…
則

為
レ
向
二
仏

智

(
20
)

(『
菩
提

心
義
抄
』
巻
第

五

の
引
文
と

一
致
)

ニ

リ

ク

(11)
又

(大

日
経
疏
)
云
。

阿
字

有
二
三
義
叩
謂
不
生
義
。

空
義
。

有
義
。

(『
菩

(
21
)

提
心
義
抄
』
巻
第

一
の
引
文
と

一致
)

GD
及
び
(2)

の

『
心
地
観
経
』
発
菩
提
心
品
に
つ
い
て
は
以
前

に
述
べ

(
2
2
)

た
こ
と
が
あ
る
が
、
『
心
地
観
経
』
は
叡
山
に
於
て
円
仁
、
円
珍

の
引

用
に
は
じ
ま
り
、
安
然
に
至

つ
て
特
に
巻
第
八

(観
心
品

・
発
菩
提
心
品

成
仏
品
)
の
密
教
義
が
注
目
さ
れ
、
円
密

一
致

の
立
場

か
ら

『
菩
提

恵
心
僧
都
源
信
と
密
教

(兼

子
)

一
五
七
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恵
心
僧
都
源
信
と
密
教

(兼

子
)

一
五
八

心
義
抄
』

に
多
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
就
中

『
心
地
観
経
』
発
菩
提

心
品
中

の

「
自
覚
悟
心
」
の
語
は
、
安
然
-
良
源
-
源
信
-
覚

超
の
著

(23
)

作
に
共
通

し
て
み
ら
れ
、
且
つ
源
信
が
こ
れ
を

『
菩
提
心
義
要
文
』
の

三
摩
地
門

に
位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
源
信
が
こ
の
語
を
円
密

一

致
の
三
摩
地
心
と
み
て
い
る
こ
と
は
確
実
で
あ
り
、
直
接
に
は
師
の
良

源
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
、
安
然
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。

『
往
生
要
集
』
で
は
、
『
心
地
観
経
』
の
巻
第
八
の
文
は
、
『
菩
提
心

義
要
文
』

の
勝
義
門
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
観
心
品
の
引
用
文
と
同
文
の

一
文
の
み
が
大
文
第
五
助
念
方
法
第
四
止
悪
修
善
の
中
に
引
用
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
が
、
安
然
の

『
菩
提
心
義
抄
』
巻
第

一
に

は
、
『菩
提

心
論
』

の
三
門
分
別
を
説
明
し
て
、

ヲ

ヶ

ト

ヲ

ス

ト

ニ

ク

ト

シ

ヲ

ス

ル

ヲ

ニ

ク

ト

所
行
名
レ
行
発
願
為
レ
願
故
名
ニ
行
願
叩
止
二
息
劣
法

一観
二
顕
勝
義

一故
名
二
勝
義
叩

ニ

フ

ト

ニ

フ

ト

ニ

ニ

ク

ハ

シ

ク

ノ

ス

梵
云
二
三
摩
地
叩
大
唐
云
二等

念

一故
。

金
剛
頂
訣
云
。

三
昧
耶
者
正

翻

為
二
等

ト

ハ

シ
ク

ソ

ス

ト
(24
)

持
叩
三
摩
地
者
正

翻
為
二等
念
叩

と
述
べ
る
中
で
、
勝
義
に
つ
い
て
は

「
劣
法
を
止
息
し
勝

義

を

観

顕

す
」
と
し
て

「
止
観
」
を
い
う
の
だ
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
源
信
が

こ
れ
を
受
け
た
と
す
れ
ぽ

『
菩
提
心
義
要
文
』
の
勝
義
門
は
天
台
の
止

観
の
立
場

に
立

つ
た
説
示
で
あ
る
と
解
釈
で
き
る
の
で
は

な

か

ろ

う

か
。
事
実

『菩
提
心
義
要
文
』
と
共
通
の
引
用
文
を
多
く
有
す
る

『
往

生
要
集
』
大
文
第
四
正
修
念
仏
門

に
は
天
台
止
観
に
説
を
譲
る
個
所
が

か
ん
が
え

あ
り
、
特

に

「
止
観
を

検

よ
」
と
結
ぶ
三
諦
相
即
の
文

を

中

心

に

『
浄
名
』
『中
論
偶
』
『
如
来
密
蔵
経
』
を
共
通
し
て
引
用
し
て
い
る
こ

と
に
注
目
し
た
い
。

(3)

の

『
略
出
経
』
は

『
菩
提
心
義
抄
』
に
同
文
が
三
回
も
引
用
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
(1)

『
菩
提
心
論
』
、
(2)

『
心
地
観
経
』
、
(6)

『
守

護
経
』
等
と
密
接
な
関
連
を
以

つ
て
引
用
さ
れ

て
い
る
。

又
(7)

の

『
大
蓮
華
三
昧
経
』
に
つ
い
て
は

『
菩
提
心
義
抄
』
巻
第

一

に

『
心
地
観
経
』
観
心
品
の
取
意
で
あ
る
三
摩
地
観
の
文
と
共
に
引
用

さ
れ
て
い
る
の
で
、
『大
蓮
華
三
昧
経
』
と
三
摩
地
観
の
関

係

も

『
菩

提
心
義
抄
』
に
基
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

又
(8)
の

『密
厳
経
』
は

『
菩
提
心
義
抄
』
巻
第

五

に
(1
0
)
の

『起
信

論
』
の
取
意
文
と
共
に

「
円
密
義
」
と
し
て
引
用
さ
れ
て
お
り
、
安
然

も

『
起
信
論
』

の
同
文
を
三
摩
地
門
と
み
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
源
信

は
こ
れ
を
受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

(11)
の

『
大
日
経
義
釈
』
の

『
阿
字
三
義
』
に

つ
い
て
は
同
文
が

『
菩

提
心
義
抄
』
巻
第

一
に
、

ニ

ク

ニ

リ

ク

ノ

ニ

ク

又
義
釈
云
。
阿
字
有
二三
義
鴨謂
不
生
義
空
義
有
義
故
。
竜
樹
云
。
因
縁
所
生

ユ

ル

ノ

モ

(
25
)

法
亦
空
亦
仮
亦
中
也
。
故
知
真
言
菩
提
心
実
相
亦
即
空
即
仮
即
中
也
。

の
如
く
引
用
さ
れ
て
お
り
、
源
信
が
こ
の
文
を
被
覧
し
た
可
能
性
が
強

(
26
)

い
こ
と
か
ら
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
如
く
、
密
教
的
な
阿
弥
陀
三

諦
説

に
つ
い
て
も
こ
の
時
点
で
何
ら
か
の
示
唆
を
受
け
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。

以
上

の
如
く
、
未
だ

『
菩
提
心
義
要
文
』
の
全
貌
を
明
ら
か
に
す
る
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こ
と
は
で
き
な
い
が
、
次

の
諸
点
が
明
ら
か
と
な
つ
た
。

(1)

『菩
提
心
義
要
文
』

の
行
願
門
と
勝
義
門
に
引
用
さ
れ
た
引
文
に

つ
い
て
、
『
往
生
要
集
』
と
の
密
接
な
関
連
が
み
ら
れ
、
特
に
大

文

第

四
正
修
念
仏
第

三
作
願
門
と

の
共
通
点
が
多
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
つ

た
。(2)

『
菩
提
心
義
要
文
』
の
三
摩
地
門
に
引
用
さ
れ
た
引
文
と

『往
生

要
集
』
と

の
関
係
は
全
く
み
い
出
せ
な
い
こ
と
。

(壼)

『菩
提
心
義
要
文
』

の
三
摩
地
門
は
、
安
然
の

『菩
提
心
義
抄
』

の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
。
等

で
あ
る
。

『菩
提
心
義
要
文
』
と
い
う
書
名
に
つ
い
て
、
佐
藤
哲
英
師
は
潜
真

の

『菩
提
心
義
』
を
重
視
し
た
、
安
然
の

『
菩
提
心
義
抄
』
を
う
け

つ

い
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
内
容
的
に
も

安
然
の
円
密

一
致

の
菩
提
心
を
受
容
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
今
後
、
源
信
教
学
に
お
け
る
密
教

の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
も

さ
ら
に
考
察
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

1

恵
心
僧
都
全
集

・
第

一
・
一
頁

2

同
六
四
頁

・
六
六
頁

・
六
九
頁

・
一二

一
頁

3

同
七
三
頁
・
一
五
三
頁

・
一
五
六
頁

4

同
六
四
頁

5

八
木
昊
恵

『恵
心
教
学
の
基
礎
的
研
究
』

石
田
瑞
磨

『
日
本
思
想
大
系

・
源
信
』

和
田
悌

一
「源
信
に
お
け
る
密
教
受
容
に
つ
い
て
」
(『印
仏
研
究
』
20

1
2
)

6

佐
藤
哲
英

「新
出
の
源
信
記

『菩
提
心
義
要
文
』
の
研
究
」
(竜
谷
大

学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
七
集
)

武
覚
超

『
往
生
要
集
研
究
』
所
収
論
文

「
天
台

か

ら

み

た

『
往
生
要

集

』
」

7

佐
藤
哲
英

(既
出
論
文
)

8

拙
稿

「
源
信
ど

『維
摩
経
』
仏
道
品
偶
」

(
『
天
台
学
報
』
第

二
十
九
号
)

9

こ
の
こ
と

は
、
行

願

・
勝
義

二
門

に
於

て
14
の
引

用
文
が
『
往
生
要
集
』

と

一
致
す

る
こ
と
と
対
照
的
で
あ
る
。

過

大
正
蔵

七
五
.

五
二
七
b
-
c

11

大
正
蔵

七
五

・
四
九
七

c

12

同

五

二

八
a

13

同

四
六
九

a
、
五

二
八
b
、

五

二
〇

c

14

同

五
二
〇

c

15

同

五

二
七

c

16

同

五

二
八
a

17

同

四
七
〇

c

18

同

五
三
八
b

19

同

五
三
八

a

20

同

五
三
八
b

21

同

四
六
〇

a

22

拙
稿

「
良
源
撰

『
九
品
往
生
義
』

に
お
け
る

菩

提

心

説
」
(
『
印
仏
研

究
』

32
1

1
)

23

安
然

『
菩
提
心
義

抄
』
、
良
源

『
九
品

往
生
義
』
、
源

信

『
菩

提

心

義

抄
』
、
覚
超

『
五
相
成
身

私
記
』

24

大
正
蔵
七
五

・
四
五
九

a

25

同

四
六
〇

a

26

末
木
文
美
士

「阿
弥
陀

三
諦
説
を

め
ぐ

つ

て
」

(『
印

仏

研

究

』
28

1
)

<
キ
ー

ワ
ー
ド
>

『
菩
提
心
義
要
文
』
、
源
信
、

三
摩
地
門
、

円
密

剛
致

(叡
山
学
院
講
師
)

恵
心
僧
都
源
信
と
密
教

(兼

子
)

一
五
九
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